情報課題　

キツネとブドウより

『ネットオークション』

外はどしゃぶりの雨。あぁ、こんな日はどうもテンションが上がらない。今日は久々に買い物にでも行こうと思ってたのに・・・

あっ、俺の名前はケンタロー。今日は前から欲しかったスニーカーを買いに行くつもりだったんだけど、この雨じゃとても行く気にはなれない。だから俺は今日もまたこうしてパソコンの前に座りっぱなしなんだ。暇さえあれば俺はいつもパソコンっていうかネットを見あさっている。いつもは好きなアーティストのページとか占いのページとかを見ているのだが、今日は違った。この前誰かが新しくいいオークションサイトができたとか言ってたのを思い出したから、今日はそのサイトを見ていた。別にネットオークションなんて誰が使ったものかわかんないしそんな信用できるものじゃないと思ってはいたのだが、なんとなく見てみることにしたのだ。
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さっそくスニーカーのところをみることにした。検索した結果欲しかったメーカーのスニーカーはなんと１００００件もあった！うわ～こりゃマジですごいわ。これなら目的のスニーカーも見つかるかもしれないし、うまくいけば安く手に入る。俺はさっそく目的のスニーカーを探し始めた。

しばらく探していると今まで見たこともなかったようなスニーカーがたくさんあって、俺は夢中になって探した。

そしてついに目的のスニーカーを見つけたのだ！さっそくそのページを開いてみると、まだ金額は１０００円にしかなっていなかった。こりゃ～いいもの見つけたぞ！すぐに登録を済ませると俺はオークションに参加したのだった。気がつくと夕方頃に始めたのに時計の針は１２時をまわっていた。明日は１コマから授業があるっていうのに・・・最初はオークションなんてと言っていたけど、気がついたら俺はネットオークションにすっかりはまっていた。
「ケンタロー、具合でも悪いの？？」

コーヘーからのメールで俺は目を覚ました。げっ、もうこんな時間だ！気がつくと俺はパソコンの前で眠ってしまっていた。あれからどのくらいオークションを見ていたのだろう。目が疲れていた。あ～もう１コマ余裕で始まってんじゃん↓↓
「ごめん、寝坊した」

こんなメールを打つときは決まって体調はよくないしテンションも下がりっぱなしだ・・・あっ、そういえばあのスニーカーどうなってるだろう。俺はつけっぱなしのままのパソコンに目をやった。再びあのスニーカーを見てみると、金額は１５００円で残り１２時間だ。なかなかの状態である。それを見てほっとした僕は、軽快な足取りで学校へと向かった。。。
んじゃまた明日～。いつも通りの一日だったが、なんとなく今日は早めに友達との話を切り上げてさっさと帰ってきた。なぜかって？そりゃあのオークションが気になって仕方なかったからさ。今日はちょうど入札の最終日だったから気合が入る。帰り道の上り坂をゆく足取りも自然と軽くなった。
ただいま～。といっても一人暮らしの俺に「おかえり！」なんて声をかけてくれる人などいない。彼女は一応いるのだが、あぁ、どうしてこうなんだろう↓↓顔はまあ普通だが、スタイルは抜群によくちょうど俺好みな感じで、簡単に言うならば『ボン、キュッ、ボン』てな感じだ。

あ、今日はバイトだった。あ～マジ面倒くさい。学校から帰ると僕はすぐにバイトの準備をして、パソコンの電源を入れた。どれどれ～。あれから金額は変わっていないようだった。この調子ならうまく落札できそうだ！でも今日の１０時で締め切られてしまう。バイトがその前に終わるとは限らない。ん～、どうする？どうするよ俺～！！
「いらっしゃいませ！」バイト面倒くせ～。今日は平日だってのにやたら客が多い。明日も仕事だってのに呑んでんじゃねーぞオヤジども！平日はいつもこんなことばかり考えている。飲み屋で働いてる俺は大体夜遅くなるのだった。正直バイトからしてみれば、店の売り上げなどどうでもいい。いかに楽して稼げるかが問題なのだ。気がつけば９時をまわっていた。そういえばあのオークション大丈夫かなぁ。どうせ１０時に間に合わないだろうとふんだ俺は１５００円を大幅に超える２５００円を提示しておいたのだ。１５００円で誰も競ろうとしてこなかったんだから２５００円なら余裕なはずだ。とはいったものの正直気になっていた。。。
結局バイトが終わったのは１２時になってからで、とうていオークションになど間に合うはずもなかった。しかしこんなことは予想済みだ。誰もあの額を超える人さえいなければ・・・急いで家に帰るとすぐにパソコンに目をやった。結果、見事に落札者は俺だった！やったぞ！！思えばこの２日間オークション漬けの毎日だった。まずは結果がでてホントよかった！出品者と早速手続きを済ませると、俺はなんともいえない満足感でいっぱいだった。。。

話によると、届くのは３日後でお金は振り込みらしい。次の日早速銀行へ行くと振込みを済ませ、俺は意気揚々と学校へと向かった。
「あれ？なんか今日はケンタローやけに機嫌良さそうじゃん！」

「え？そうかなぁ、別に普通だと思うけど。」

そんな風にはいったものの、そりゃ機嫌がいいに決まっている。ずっと前から欲しかった靴だし、普通に買えば１万円は軽く越すようなものだ。それが楽しみなせいか、今はやる事なすこと楽しめるのだった。
そんなこんなであっという間に３日が過ぎた。その日もいつも通り学校に行ったケンタローはもう帰ったら靴が届くのかと思うといてもたってもいられず３コマ目をサボってまで家へと帰った。

「こんにちはー、宅配便でーす！」

その声が聞こえるとともに玄関にダッシュ。早速は箱を開けてみた。するとどうしたことだろう、俺がずっと欲しがっていたあのスニーカーとは似ても似つかないまったくの別物がそこに入っていたのだ。
「なんだよ、これ。」

―――――――――――――――――。
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あんなに頑張って、なんとか落札できたっていうのにマジで最悪だ・・・。ってかあの出品者ふざけんなよ。一応連絡先とかあるしなんかの間違いってこともあるかもしんないからまずは聞いてみよう。

電話してみる。

「Ｔｒｒｒｒｒ　　Ｔｒｒｒｒｒ」

ガチャッ

「おかけになった電話は現在つかわれておりません。番号をお確・・ピッ」

俺はなんの為に頑張って来たんだ↓↓

完全にだまされた。
もともとはネットオークションなんて信用できないとか言っていたケンタローであったが、いつのまにかどっぷりはまっていた。

「まぁ、もともとこんなに安い値段で手に入るわけないんだし仕方ないさ。」

そうは言うものの、心の中ではかなりショックで諦めもまだついていなかった。

手に入らなかったことにたいしてなにか言い訳をして自分を納得させようとしたって惨めさが残るだけなのであった。
キツネとブドウより
『遊戯王カードと少年たち』

ある平凡な夕方、コーヘーの家からはいつも通りにぎやかな声が聞こえてきた。そう、学校が終わるとコーヘーたちは決まってコーヘーの家に集まってはみんなで遊んでいた。何をして遊んでいるのかというと、それは今コーヘーたちの間でブームとなっている「遊戯王カード」である。カードに書いてある攻撃力や防御力で戦っていくというものなのだが、カードによってその数値はさまざまだがみんなカードにすっかり夢中。もう夜の７時を過ぎてるっていうのに誰も気がつくことなくカードバトル〔デュエル〕を楽しんでいた。
そんなあるとき、事件は起こってしまったのだ。学校から少年たちがいつものようにコーヘーの家に

帰ってくると、またデュエルが始まった。しかしそのときだった。

「おっおまえ・・・それって・・・」
なんとそのグループの中の一人であるケンタローがあの『ブルーアイズ・ホワイトドラゴン』をもっていたのだ。『ブルーアイズ』といえば、知る人ぞ知る最強のレアカードである。遊戯王カードをするものみな憧れはするが決して引き当てることのできない伝説のカードである。なんでケンタローがそんな凄いカードを持っているかは誰もわからなかったがとにかくこれは大変なことである。みんなは動揺を隠しきれないようだったが、その中でも一際動揺していたのがコーヘーであった。コーヘーはそれまでこのグループの中では負けなしで常にトップとして君臨してきたのだ。その秘訣というか、コーヘーには切り札があったのだ。それは『レッドアイズ・ブラックドラゴン』である。こちらもレア中のレアカードなのだがブルーアイズにはレア度でも強さでも決してかなうことはないものだった。しかしもうデュエルは始まっている。コーヘーはどうしようもなかった。しかしこんなところで諦めていてはこれまでずっとトップできたコーヘーのプライドが許さなかった。コーヘーも負けじと切り札であるレッドアイズを出したのだった・・・
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結果は誰もが予想していた通りだった。コーヘーの惨敗。
その日はいつもより早く解散した。コーヘーはまぁ負けることもあるさとその場では強がっていたが正直心底悔しかった。みんなが帰ったのを確かめるとコーヘーは早速カードを買いにお店に向かった。・・・・もうどのくらい買っただろう。お小遣いももう底をついていた。しかし一向にブルーアイズがあたる気配はなかった。コーヘーはしぶしぶ家へ帰っていった。しかし来る日も来る日もコーヘーはケンタローに勝つことができずに親にうそをついてまでお金をもらっては遊戯王カードを買っていた。しかし決してブルーアイズがあたることはなかった。

そしてついに・・・親にうそをついていたことがばれてしまったのだ。怒った親は、コーヘーから遊戯王カードをとりあげてしまった。

「まさかこんなことになるとは・・・」

コーヘーはブルーアイズを手に入れるどころか、大好きな遊戯王カード自体取り上げられる始末。

「こんなことになったのももともとはあいつがブルーアイズなんかもってるから悪いんじゃないか」

コーヘーはこれ以来いつもの友達とも遊ばなくなり一人で学校で過ごすようになってしまった。

「どうせ遊戯王カードなんて子供の遊びだしもともとほしくもなんともなかった。逆に親に取り上げられてよかったよ」

そんな風にいうコーヘーは周りからとても惨めに見えていた。そしてコーヘー自身もそれをわかってはいた。
